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日  時 テーマ・講 師 対象・定員 受付開始 

10月25日(土) 

9:30～15:00 

（受付は 14時まで） 

秋のつどい 1日目～みんなで遊ぼう！～ 

まつぼっくりや竹を使った遊び、クイズラリー 

もりりんと森の音楽隊、など 協力 ： えのきの会 どなたでも 

ご自由に 

ご参加ください 

当日 

9:30～ 

予約不要 10月26日(日) 

9:30～15:00 

（受付は 14時まで） 

秋のつどい ２日目～みんなで作ろう！～ 

自然素材のクラフト、火おこし体験、秦野名水喫茶 

もりりんと遊ぼう、など 協力 ： ボランティアの会 

11月22日(土) 

9:30～11:30 

冬越しの虫をさがそう 
～朽ち木を割ってみよう～ 

えのきの会昆虫分科会 ・ くずはの広場指導員 

小学生以上30名 

（小学1・2年生は 

保護者同伴） 

11月 1日 

11月29日(土)  

① 9:30～12:00 

② １3:30～16:00 

自然素材のクリスマスリース作り 
講師 ： 石井ふさ枝氏 協力 ： ボランティアの会  

一般 各20名 

初めての方優先 

（費用 ： ７００円） 

11月 1日 
※経験者は 

７日から受付 

９月の活動 

定例会： 1回目は、夏休み明けの久しぶりの

活動。まだまだ暑い中、会員の皆さんは、落ち

葉掃きや広場の草の片付け、倒木の枝葉処理、

しいたけほだ木の天地返しなどたくさんの仕事

を次々と片づけてくださいました。館内のスリ

ッパもきれいに清拭しました。2回目は、猛暑

日で外作業は中止かなと思いましたが、皆さん

大勢来てくださり、外の作業もできました。秋

のつどいのクラフトや、おまけの準備などもし

ていただきました。 

花壇の会：9/5(金)は、雨のため中止でした。 

とんぼのせせらぎ：9/25(木)は、せせらぎ沿

いのセキショウを減らし、水の流れを妨げない

ように水路を整備しました。  

☆これからの活動 

定例会：10/16(木)、11/20(木) 

※10月26日(日)は秋のつどい「みんなで作

ろう」に会員が全面協力！自然素材の工作や、

吹き矢作り、火おこし会場で皆様をお待ちして

います！遊びに来てね。 

花壇の会：11/7(金)、12/5(金)  

とんぼのせせらぎ：10/23(木)、11/27(木) 
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葛葉川ふるさと峡谷だより 

くずはの家 行事案内  

行事へのお申し込み･お問い合わせは 

電話・FAX・メールで 

T E L & F A X  ０ ４ ６ ３ ( ８ ４ ) ７ ８ ７ ４ 

E-mail：kuzuhaie@city.hadano.kanagawa.jp  

１０月の休館日 

６日、１４日、１５日、２０日、２７日 

１１月の休館日 

４日、５日、１０日、１７日、 

２５日、２６日 

 

 
秦野ガス・ネイチャーパー
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くずはの家HPはこちらから→ 

ホームページ メールアドレス 9/15(月・祝) きのこウォッチング～身近なきのこ入門（21人） 

・夏休みに子どもと遊びに来てから 1 か月ぶり

に入った川の水がずいぶん冷たく感じて季節の移ろいを実

感しました。エサ付けから魚がつつく感触、釣り上げた喜びを

子どもが味わえたのは親として大変嬉しかったです。（大人） 

・アブラハヤがつれて楽しかった。つりざおをつくれておも

しろかった。（子ども） 

 

 

 

・キノコの種類の多さにびっくりしました。特に

幼虫から生えてきてるキノコを見たのは生まれて初めてで

した。キノコの生命力すごい。お互い持ちつ持たれつ共生し

ていることが本当に良くわかりました。（大人） 

・いろいろな種類のキノコが採れた。でかいのとれてうれし

かった。（子ども） 

 

９/２８(日) 親子で体験 魚つり （２０人） 

 参加者の声 参加者の声 

ムシハンドブックの初版

は2014年のもので、この

ときまだ、クズクビボソ

ハムシは国内では見つか

っていなかったので、当

然のことながらこのハン

ドブックには載っていま

せん。 

23 日の広場の昆虫調

査の際、緑地内のクズを

確認してみたところ、ほ

たるの道にあるクズの葉

が、葉脈を残してレース

編みのように食い荒らさ

れているのを発見し、そ

こに無数のクズクビボソ

ハムシを見つけました。

全く知らないうちに広場

に侵入され、大繁殖して

いるのを見たのは、ムネ

アカハラビロカマキリ以

来の衝撃でした。 

早速、剪定ばさみで蔓

(つる)を切り、この虫を

捕まえようとしたとこ

ろ、それまでおとなしく

葉にとまっていた虫が、

ものすごい勢いで動き回

り、あっと言う間に飛ん

で散り散りに逃げていき

ました。それでも何匹か

捕獲しチャック付きのポ

リ袋に入れ、事務室に持

ち帰りました。その際、こ

の虫はどこで発音するの

か、「チィ、チィ、チィ…」

と小さいけれどもはっき

りと聞こえる音を出すこ

とが分かりました。 

現在、クズクビボソハ

ムシは分布を拡大中のよ

うで、東京都で発見され

て以来１０年もたたない

今月の話題

」

が、葉脈を残してレース編みのように食い荒らされて

いるのを発見し、そこに無数のクズクビボソハムシを

見つけました。全く知らないうちに広場に侵入され、

大繁殖しているのを見たのは、ムネアカハラビロカマ

キリ以来の衝撃でした。 

早速、剪定ばさみで蔓(つる)を切り、この虫を捕ま

えようとしたところ、それまでおとなしく葉にとまっ

ていた虫が、ものすごい勢いで動き回り、あっと言う

間に飛んで散り散りに逃げていきました。それでも何

匹か捕獲しチャック付きのポリ袋に入れ、事務室に持

ち帰りました。その際、この虫はどこで発音するのか、

「チィ、チィ、チィ…」と小さいけれどもはっきりと聞

こえる音を出すことが分かりました。 

現在、クズクビボソハムシは分布を拡大中のようで、

東京都で発見されて以来10年もたたないうちに、相模

川流域周辺に広がり、葛葉緑地にまで生息しているこ

とから、おそらく神奈川県全域に生息しているかもし

れません。 

クズを食草としている昆虫にはざっと見ただけで

も、コフキゾウムシ、オジロアシナガゾウムシ、ツヤコ

ガネ、マルカメムシ、マツムシ、クツワムシ、カンタン、

つぼみを食べるウラギンシジミなどがいます。今後、

クズが食害を受けて衰退していくと緑地の昆虫相にも

影響が現れるかもしれません。 

 

模川流域周辺に広がり、葛葉緑地にまで生息しているこ

とから、おそらく神奈川県全域に生息しているかもしれ

ません。 

クズを食草としている昆虫にはざっと見ただけでも、

コフキゾウムシ、オジロアシナガゾウムシ、ツヤコガネ、

マルカメムシ、マツムシ、クツワムシ、カンタン、つぼ

みを食べるウラギンシジミなどがいます。今後、クズが

食害を受けて衰退していくとこの地域の昆虫相にも影

響が現れるかもしれません。 

 文・写真：くずはの広場所長 高橋孝洋 
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行事報告

 場所：くずはの家及びくずはの広場 

11 月 3 日（月・祝） 秦野市 市民の日に、くずは

の家も出店します！ボランティアの会の皆さん

によるクリスマスミニリース作りのワークショッ

プを開催。ぜひ遊びに来てください♪ 

クズクビボソハムシ 

 

9月18日、幼稚園の先生方を対象に、自然観察およ

び自然の物を使った遊びの講習を依頼され、園のすぐ

近くにある水田跡の草原(くさはら)でおこなってきま

した。 

いろいろな自然遊びをレクチャーする中で、柔らか

く大きな葉っぱを使って音を出す「葉っぱ鉄砲」をク

ズの葉を使ってやってみました。この時期、クズの葉

も大分堅くなっているので、鳴らすのがなかなか難し

く、皆、悪戦苦闘しましたが、何人かは大きな音を鳴ら

すことができました。 

このとき、クズの葉が何者かに食われたのか、穴だ

らけになっているのを発見しました。よく見ると、葉

には“ウリハムシ”がいてこいつが食べたに違いない

と思いました。ウリハムシというくらいで、ウリ科の

植物を食べるのは知っていましたが、「マメ科のクズも

食べるんだなぁ」と、その時はさして疑問にも思わず、

よく調べもしませんでした。 

数日後、知り合いの昆虫写真家の尾園暁さん(ハムシ

ハンドブックの著者)が、2016年に東京都目黒区で国内

で初めて見つかった中国原産の外来種“クズクビボソ

ハムシ”が、相模川河川敷のクズにたくさんいること

をフェイスブックで報告していました。クズを食べて

いたのは“ウリハムシ”ではなく“クズクビボソハム

シ”だったのです。ちなみに尾園さんが書かれた、ハ

ムシハンドブックの初版は２０１４年のもので、この

ときまだ、クズクビボソハムシは国内では見つかって

いなかったので、当然のことながらこのハンドブック

には載っていません。 

２３日の広場の昆虫調査の際、緑地内のクズの確認

をしてみたところ、ほたるの道にあるクズの葉が、葉

脈を残してレース編みのように食い荒らされているの

を発見し、そこに無数のクズクビボソハムシを見つけ

ました。全く知らないうちに広場に侵入され、大繁殖

しているのを見たのは、ムネアカハラビロカマキリ以

来の衝撃でした。 

早速、剪定ばさみで蔓(つる)を切り、この虫を捕ま

えようとしたところ、それまでおとなしく葉にとまっ

ていた虫が、ものすごい勢いで動き回り、あっと言う

間に飛んで散り散りに逃げていきました。それでも何

匹か捕獲しチャック付きのポリ袋に入れ、事務室に持


